
学校コード F127310107947

設置年度 令和 ４年度

計画の区分： 学部の設置

摂南大学 国際学部 国際学科

職名・氏名 課長
カチョウ

　藤倉
フジクラ

　満
ミツ

志
シ

電話番号　　 072-839-9450

（夜間）　　 072-839-9450

　ｅ－mail　 SETSUNAN.Kikaku@josho.ac.jp

当該番号を記載してください。

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・大学の設置の場合：「○○大学」

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　摂南大学 学長室企画課

届出
注１

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人常翔学園
令和４年５月１日現在 

注３

注2
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設　　置　　時 変　更　状　況 備 考

（ニシムラ　ヤスシ）

西村　泰志

（令和2年7月）

（オギタ　キヨカズ）

荻田　喜代一

（令和元年11月）

（ニシカワ　マユミ）

西川　眞由美

（令和4年4月）

（ハシモト　マサトシ）

橋本　正俊

（令和4年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

令和４年度に報告する内容　→（４）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学校法人 常翔学園

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

摂南大学

大阪府枚方市長尾峠町45番1号（〒572-8508　大阪府寝屋川市池田中町17番8号）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒573-0101

（３） 調査対象大学等の位置

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

選任に伴う変更。
令和4年4月1日（4）
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を

確認してください）。

・ 様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、

完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

国際学部

　国際学科

　学士（文学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

3,225 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (-) (-)

[  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [3] [-]

2,836 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (-) (-)

[  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [3] [-]

2,096 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (-) (-)

[  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [1] [-]

260 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (-) (-)

[  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [  ] [1] [-]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ （　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [  ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

250

(　 　) (　 　) (－)

[  ] [  ] [－]

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

3年次

（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

文学関係

年次

編入学定員 収容定員

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

新規入学者を
募集中4 250 5 1,010

1.04倍 －

・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.04

(　 　)

[  ][  ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

260 -

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [1] ［-］

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （-） （-）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　　 ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（-）

令和２年度

（　  ）（　  ） （　  ） （　  ）

平成３０年度 令和元年度

計

備 考

260

[　  ] [　  ] [　  ] [1][　  ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和４年度令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 0 人 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 260

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和２年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人 人

合　　計

人

令和３年度 人 人

人令和４年度 260 人 0

=

=

=

=

=

=

=

= = 0 ％

#DIV/0! ％=

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％
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2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 14 0 4 1 2 0 0 0 14 0 5 0 2 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

0 14 0 3 1 2 0 0 0 14 0 4 0 2 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 16 0 5 1 2 0 0 0 16 0 5 1 1 0 0

2 2 2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2 1 2 2 1

0 10 0 5 2 1 0 0 0 10 0 5 2 1 0 0

2 2 2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 8 0 2 0 3 0 0 0 8 0 2 0 3 0 0

2 2

2 2

2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 16 0 3 1 1 0 0 0 16 0 3 1 1 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 3 2 3

0 14 0 4 1 2 0 0 0 14 0 4 1 2 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

小計(7科目) ― 0 小計(7科目) ― 0

基
幹
科
目

ことばと社会 3前 基
幹
科
目

ことばと社会 3前

メディア文化論 3前 メディア文化論 3前

ジェンダーとマイノリティ 3前 兼1 ジェンダーとマイノリティ 3前 兼1

3前

地域とビジネスプロジェクト 3前 地域とビジネスプロジェクト 3前

国際貢献・ボランティアプロジェクト 3前 国際貢献・ボランティアプロジェクト 3前

海外特別プロジェクトⅡ 3前 海外特別プロジェクトⅡ 3前

小計(8科目) ― 兼2 小計(8科目) ― 兼2

社
会
協
創
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

言語コミュニケーションプロジェクト 3前 社
会
協
創
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

言語コミュニケーションプロジェクト 3前

メディアと現代社会プロジェクト 3前 メディアと現代社会プロジェクト 3前

マイノリティ研究プロジェクト 3前 マイノリティ研究プロジェクト 3前

地域研究・国際政治プロジェクト 3前 地域研究・国際政治プロジェクト

ラテンアメリカから世界を見る 2後 ラテンアメリカから世界を見る 2後

インドネシア語で世界を知る 2後 インドネシア語で世界を知る 2後

マレー語圏の地域を知る 2後 マレー語圏の地域を知る 2後

接
続
科
目

英語で考える環境問題 2後 兼1 接
続
科
目

英語で考える環境問題 2後 兼1

英語で考える社会問題 2後 兼1 英語で考える社会問題 2後 兼1

中国語を通して見る世界 2後 兼1 中国語を通して見る世界 2後 兼1

中国語圏の地域と共生 2後 中国語圏の地域と共生 2後

スペインから世界を見る 2後 スペインから世界を見る 2後

基
幹
科
目

グローバルスタディーズ（英語と諸地域） 2後 基
幹
科
目

グローバルスタディーズ（英語と諸地域） 2後

グローバルスタディーズ（東アジア世界） 2後 グローバルスタディーズ（東アジア世界） 2後

グローバルスタディーズ（スペイン語と諸地域） 2後 グローバルスタディーズ（スペイン語と諸地域） 2後

グローバルスタディーズ（東南アジア世界） 2後 グローバルスタディーズ（東南アジア世界） 2後

小計(4科目) ― 0 小計(4科目) ― 0

2後

地域研究プロジェクト（東南アジア世界） 2後 地域研究プロジェクト（東南アジア世界） 2後

海外特別プロジェクトⅠ 2後 海外特別プロジェクトⅠ 2後

小計(5科目) ― 0 小計(5科目) ― 0

インドネシア語と現代文化 2前 インドネシア語と現代文化 2前

小計(8科目) ― 0 小計(8科目) ― 0

国
際
共
生
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

地域研究プロジェクト（英語と諸地域） 2後 国
際
共
生
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

地域研究プロジェクト（英語と諸地域） 2後

地域研究プロジェクト（東アジア世界） 2後 地域研究プロジェクト（東アジア世界） 2後

地域研究プロジェクト（スペイン語と諸地域） 2後 地域研究プロジェクト（スペイン語と諸地域）

スペインの言語と文化 2前 スペインの言語と文化 2前

ラテンアメリカの言語と文化 2前 ラテンアメリカの言語と文化 2前

インドネシア語と生活文化 2前 インドネシア語と生活文化 2前

小計(7科目) ― 兼1 小計(7科目) ― 兼1

接
続
科
目

英語圏異文化交流論 2前 接
続
科
目

英語圏異文化交流論 2前

英語圏比較文化論 2前 英語圏比較文化論 2前

中国語と生活文化 2前 中国語と生活文化 2前

中国語圏の言語文化 2前 中国語圏の言語文化 2前

テクノロジーと人間 2前 テクノロジーと人間 2前

異文化の理解 2前 異文化の理解 2前

多文化社会と日本語 2前 兼1 多文化社会と日本語 2前 兼1

小計(7科目) ― 0 小計(7科目) ― 0

基
幹
科
目

表象文化論 2前 基
幹
科
目

表象文化論 2前

地域と歴史 2前 地域と歴史 2前

環境と社会 2前 環境と社会 2前

思想と文化 2前 思想と文化 2前

人間存在論プロジェクト 2前 人間存在論プロジェクト 2前

都市と周縁プロジェクト 2前 都市と周縁プロジェクト 2前

国際社会と日本語プロジェクト 2前 国際社会と日本語プロジェクト 2前

専
門
科
目

協
働
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

文
化
構
想
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

表象と感性プロジェクト 2前 専
門
科
目

協
働
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

文
化
構
想
領
域

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

表象と感性プロジェクト 2前

歴史学プロジェクト 2前 歴史学プロジェクト 2前

地理学プロジェクト 2前 地理学プロジェクト 2前

比較文化プロジェクト 2前 比較文化プロジェクト 2前

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

２　授業科目の概要

＜国際学部　国際学科＞

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分
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2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 12 0 2 1 2 0 0 0 12 0 2 1 2 0 0

2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 16 0 2 2 2 0 0 0 16 0 2 2 2 0 0

2 1 1 2 1 1

2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 10 0 3 1 1 0 0 0 10 0 3 1 1 0 0

2 1 1 2 1 2

2 2 1 2 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 1 2 1 1

2 2

2 1 2 1

2 2

2 2 1

2 1 2 1

4 16 0 5 3 2 0 0 4 16 0 5 4 1 0 0

2 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 26 0 3 2 5 0 0 0 26 0 3 4 4 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

2 1 2 1

0 24 0 2 2 3 0 0 0 24 0 2 2 3 0 0

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

0 10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

エアラインビジネス論 3前 兼1 エアラインビジネス論 3前 兼1

小計(5科目) ― 兼2 小計(5科目) ― 兼2

小計(12科目) ― 兼1 小計(12科目) ― 兼1

エ
ア
ラ
イ
ン
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ

科
目

ホテルビジネス論 2前 兼1 エ
ア
ラ
イ
ン
・
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ

科
目

ホテルビジネス論 2前 兼1

ホスピタリティ基礎論 2後 兼1 ホスピタリティ基礎論 2後 兼1

ホスピタリティスキル論 3前 兼1 ホスピタリティスキル論 3前 兼1

エアラインサービス論 2後 兼1 エアラインサービス論 2後 兼1

日本の文学 2後 日本の文学 2後

中国の文学 2後 兼1 中国の文学 2後 兼1

英語圏の文学 3後 英語圏の文学 3後

英語構造論 2後 英語構造論 2後

日本語語彙論 3前 日本語語彙論 3前

日本語文法論 3後 日本語文法論 3後

日本語史概説 1後 日本語史概説 1後

英語意味論・語用論 2前 英語意味論・語用論 2前

日本語音韻論 2前 日本語音韻論 2前

Studies in Language and Society 3後 Studies in Language and Society 3後

小計(13科目) ― 兼1 小計(13科目) ― 0

言
語
学
芸
科
目

音声学 1前 言
語
学
芸
科
目

音声学 1前

英語学概論 1前 英語学概論 1前

言語学 1後 言語学 1後

ナショナリズム論 3後 ナショナリズム論 3後

視覚文化論 3後 視覚文化論 3後

Studies in Popular Culture 3後 Studies in Popular Culture 3後

現代社会論 2後 現代社会論 2後

地域と観光 2後 地域と観光 2後

生物と環境 3後 生物と環境 3後

国際関係論 1後 国際関係論 1後

国際社会と経済 2後 国際社会と経済 2後

メディアリテラシー論 2後 メディアリテラシー論 2後

エリアスタディーズ　オセアニア 1後 エリアスタディーズ　オセアニア 1後

小計(10科目) ― 兼3 小計(10科目) ― 兼3

一
般
学
芸
科
目

共同体論 1前 兼1 一
般
学
芸
科
目

共同体論 1前

多文化共生論 1前 多文化共生論 1前

風土と地理 1前 風土と地理 1前

エリアスタディーズ　東南アジア 1後 エリアスタディーズ　東南アジア 1後 兼1

エリアスタディーズ　アフリカ 1後 兼1 エリアスタディーズ　アフリカ 1後 兼1

エリアスタディーズ　ヨーロッパ 1後 兼1 エリアスタディーズ　ヨーロッパ 1後

1前

エリアスタディーズ　ラテンアメリカ 1前 エリアスタディーズ　ラテンアメリカ 1前

エリアスタディーズ　東アジア 1前 エリアスタディーズ　東アジア 1前

エリアスタディーズ　西アジア・南アジア 1前 兼1 エリアスタディーズ　西アジア・南アジア 1前 兼1

体験型特別実習 1・2・3・4前又は後 体験型特別実習 1・2・3・4前又は後 兼1

小計(5科目) ― 兼1 小計(5科目) ― 兼2

文
化
社
会
科
目

地
域
文
化
科
目

世界を学ぶ 1前 兼1 文
化
社
会
科
目

地
域
文
化
科
目

世界を学ぶ 1前

日本を学ぶ 1後 日本を学ぶ 1後

エリアスタディーズ　北アメリカ 1前 エリアスタディーズ　北アメリカ

小計(8科目) ― 兼2 小計(8科目) ― 兼2

実
習
・
演
習
科
目

課題解決型ワークショップ 3後 実
習
・
演
習
科
目

課題解決型ワークショップ 3後

ホスピタリティ実習演習 3前又は後 兼1 ホスピタリティ実習演習 3前又は後 兼1

海外インターンシップ 1・2・3・4前又は後 海外インターンシップ 1・2・3・4前又は後

海外実習 1・2・3・4前又は後 海外実習 1・2・3・4前又は後

スペイン語を通して学ぶラテンアメリカ社会 3前 スペイン語を通して学ぶラテンアメリカ社会 3前

インドネシア語で考える現代社会 3前 インドネシア語で考える現代社会 3前

マレー語で考える国際社会 3前 マレー語で考える国際社会 3前

接
続
科
目

Studies in Media and Communication 3前 兼1 接
続
科
目

Studies in Media and Communication 3前 兼1

Studies in Hospitality and Tourism 3前 Studies in Hospitality and Tourism 3前

中国語で読み解く地域社会 3前 中国語で読み解く地域社会 3前

中国語圏から社会を考える 3前 兼1 中国語圏から社会を考える 3前 兼1

スペイン語を通して学ぶヨーロッパ社会 3前 スペイン語を通して学ぶヨーロッパ社会 3前

専
門
科
目

協
働
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

社
会
協
創
領
域

基
幹
科
目

比較政治学 3前 専
門
科
目

協
働
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
科
目

社
会
協
創
領
域

基
幹
科
目

比較政治学 3前

国際ビジネス論 3前 国際ビジネス論 3前

国際貢献論 3前 国際貢献論 3前

小計(6科目) ― 兼1 小計(6科目) ― 兼1

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手
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2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

2 2

2 1 2 1

2 2

2 2

3 1 1 3 1 1

0 19 0 0 1 1 0 0 0 19 0 1 0 1 0 0

2 1 2 1

2 2

2 2

3 1 3 1

0 9 0 1 0 0 0 0 0 9 0 1 0 0 0 0

1 1 2 1 2 1

1 4 2 1 1 5 1

1 1 1

1 4 4 2 1 3 3 2

1 1 2 1 2 1

1 4 2 1 1 5 1

1 1

1 2 2 1 1 2 1 1

1 1 3 3 1 1 3 2

1 2 2 1 1 2 1

1 3 1 1 1 3 1 1

1 3 1 1 1 3 2

1 1 1 3 1 1 2 2

3 10 0 5 5 6 0 0 3 10 0 6 5 4 0 0

1 2 1 2 1

1 2 1 1

1 1 1 1 2

1 1 1 1

1 1 1 1 1 1

1 1 1 1

2 2 2 2

2 3 2 1 2

2 1 2 1

2 1 1 1 2 1 1 1

2 1 2 1

2 2 2 2

2 3 2 1 2

2 1 1 1 2 1 1 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 28 0 4 4 4 0 0 0 28 0 4 4 4 0 0

1 1 2 1 1 2

1 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0

1 1 1 2 1

1 1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

2 2

0 11 0 2 0 1 0 0 0 11 0 2 0 1 0 0

中国語で会話するⅢ 2後 中国語で会話するⅢ 2後

中国語プレゼンテーション 3前 兼1 中国語プレゼンテーション 3前 兼1

小計(10科目) ― 兼4 小計(10科目) ― 兼5

中国語で会話するⅡ 2前 兼1 中国語で会話するⅡ 2前 兼1

中国語で読み解くⅢ 2後 中国語で読み解くⅢ 2後

中国語で表現するⅢ 2後 中国語で表現するⅢ 2後

中
国
語

中国語で読み解くⅠ 1後 兼1 中
国
語

中国語で読み解くⅠ 1後 兼1

中国語で表現するⅠ 1後 中国語で表現するⅠ 1後 兼2

中国語で会話するⅠ 1後 兼1 中国語で会話するⅠ 1後 兼1

中国語で読み解くⅡ 2前 中国語で読み解くⅡ 2前

中国語で表現するⅡ 2前 中国語で表現するⅡ 2前

Comprehensive Studies b 4後 Comprehensive Studies b 4後

小計(17科目) ― 兼11 小計(17科目) ― 兼12

諸
言
語

諸言語輪講 1前 諸
言
語

諸言語輪講 1前

小計(1科目) ― 0 小計(1科目) ― 0

Business English b 3後 Business English b 3後

Topic Studies Ⅲb 3後 兼2 Topic Studies Ⅲb 3後 兼2

Comprehensive Studies a 4前 Comprehensive Studies a 4前

Topic Studies Ⅲa 3前 兼2 Topic Studies Ⅲa 3前 兼2

Advanced Academic Writing Workshop b 3後 Advanced Academic Writing Workshop b 3後

Lecture b 3後 Lecture b 3後

Lecture a 3前 Lecture a 3前

Film Making 3前 Film Making 3前

Business English a 3前 Business English a 3前

2前 兼4

Discussion b 2後 兼4 Discussion b 2後 兼4

Topic Studies Ⅱb 2後 兼4 Topic Studies Ⅱb 2後 兼4

Advanced Academic Writing Workshop a 3前 Advanced Academic Writing Workshop a 3前

小計(13科目) ― 兼10 小計(13科目) ― 兼13

地
域
言
語
科
目

英
語

Topic StudiesⅠa 1前 兼3 地
域
言
語
科
目

英
語

Topic StudiesⅠa 1前 兼2

Topic StudiesⅠb 1後 兼3 Topic StudiesⅠb 1後 兼4

Discussion a 2前 兼4 Discussion a 2前 兼4

Topic Studies Ⅱa 2前 兼4 Topic Studies Ⅱa

Academic Writing Workshop 2前 Academic Writing Workshop 2前

Debate 2後 Debate 2後

Presentation 2後 Presentation 2後

1後 Drama 1後

Japanese Society and Culture 2前 Japanese Society and Culture 2前

Academic Reading & Listening 2前 Academic Reading & Listening 2前

Speaking & Writing b 1後 兼7 Speaking & Writing b 1後 兼7

Reading b 1後 Reading b 1後

TOEIC b 1後 兼5 TOEIC b 1後 兼5

小計(4科目) ― 兼2 小計(4科目) ― 兼2

英
語
基
礎
科
目

Speaking & Writing a 1前 兼7 英
語
基
礎
科
目

Speaking & Writing a 1前 兼7

Reading a 1前 Reading a 1前

TOEIC a 1前 兼5 TOEIC a 1前 兼4

Communicative English Grammar 1前 Communicative English Grammar 1前

小計(9科目) ― 兼4 小計(9科目) ― 兼4

日
本
語
教
員
科
目

日本語教授法Ⅰ 3前 日
本
語
教
員
科
目

日本語教授法Ⅰ 3前

日本語教授法Ⅱ 3後 兼1 日本語教授法Ⅱ 3後 兼1

日本語教授法Ⅲ 3後 兼1 日本語教授法Ⅲ 3後 兼1

日本語教育実習演習 4前・後 日本語教育実習演習 4前・後

兼1

ミュージアムマネジメント論 3前 ミュージアムマネジメント論 3前

博物館情報・メディア論 3後 兼1 博物館情報・メディア論 3後 兼1

博物館教育論 3後 兼1 博物館教育論 3後 兼1

ミュージアムコレクション論 2前 ミュージアムコレクション論 2前

博物館資料保存論 2前 博物館資料保存論 2前

ディスプレイ論 2後 兼1 ディスプレイ論 2後 兼1

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専
門
科
目

文
化
社
会
科
目

学
芸
員
科
目

ミュージアムへの招待 1後 専
門
科
目

文
化
社
会
科
目

学
芸
員
科
目

ミュージアムへの招待 1後

生涯学習論 3前 兼1 生涯学習論 3前

博物館実習 4前又は後 博物館実習 4前又は後

Drama

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師
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1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1

1 1 1 1

1 1

1 1

1 1 1 1

1 1

2 1 2 1

0 11 0 1 1 1 0 0 0 11 0 1 1 1 0 0

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 1

2 1 2 1

0 11 0 2 1 0 0 0 0 11 0 2 1 0 0 0

2 6 3 7 2 6 6 3

2 7 6 3 2 6 5 4

2 6 6 4 2 6 6 3

2 4 4 8 2 5 3 7

2 14 10 12 2 15 9 10

2 14 10 12 2 15 9 10

2 14 10 12 2 15 9 10

2 14 10 12 2 15 9 10

16 0 0 14 10 12 0 0 16 0 0 16 10 11 0 0

2 2

2 1 1 1 2 1 2

2 2

2 2

0 8 0 1 1 1 0 0 0 8 0 1 0 2 0 0

2 2

2 1 2 1

2 2

2 2

2 2

0 10 0 0 1 0 0 0 0 10 0 0 1 0 0 0

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

0 10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

1 1 1

1 1 1

2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0

1 1 1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

0 5 0 0 1 0 0 0 0 5 0 0 1 0 0 0

1 1

1 1

1 1

0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0

1 1

1 1

2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

小計(3科目) ― 兼5 小計(3科目) ― 兼6

数
理
・

情
報
系

情報リテラシーⅠ 1前 兼2 数
理
・

情
報
系

情報リテラシーⅠ 1前 兼2

情報リテラシーⅡ 1後 兼2 情報リテラシーⅡ 1後 兼2

小計(2科目) ― 兼2 小計(2科目) ― 兼2

韓国語Ⅲb 2後 兼1 韓国語Ⅲb 2後 兼1

小計(5科目) ― 兼2 小計(5科目) ― 兼2

日
本
語
系

日本語表現Ⅰ 1前 兼3 日
本
語
系

日本語表現Ⅰ 1前 兼4

日本語表現Ⅱ 1後 兼3 日本語表現Ⅱ 1後 兼4

コミュニケーションⅠ 2前 兼2 コミュニケーションⅠ 2前 兼2

自
然
・
科
学
技
術
系

住まいとデザイン 1前 兼2 自
然
・
科
学
技
術
系

住まいとデザイン

外
国
語
系

韓国語Ⅰ 1後 兼1 外
国
語
系

韓国語Ⅰ 1後 兼1

韓国語Ⅱa 2前 兼1 韓国語Ⅱa 2前 兼1

韓国語Ⅱb 2前 兼1 韓国語Ⅱb 2前 兼1

韓国語Ⅲa 2後 兼1 韓国語Ⅲa 2後 兼1

英
語
系

基礎英語Ⅰa 1前 兼6 英
語
系

基礎英語Ⅰa 1前 兼7

基礎英語Ⅱa 1後 兼6 基礎英語Ⅱa 1後 兼7

小計(2科目) ― 兼6 小計(2科目) ― 兼7

1後 兼1

人体の構造と機能 2前 兼1 人体の構造と機能 2前 兼1

公衆衛生学 2前 兼1 公衆衛生学 2前 兼1

小計(5科目) ― 兼6 小計(5科目) ― 兼6

科学技術教養 3前又は後 兼1 科学技術教養 3前又は後 兼1

1前 兼2

食品機能学 1後 兼1 食品機能学

1後 兼1

心理学 2前 兼1 心理学 2前 兼1

小計(4科目) ― 兼3 小計(4科目) ― 兼3

1後 兼1

経済学入門 2前 兼1 経済学入門 2前 兼1

経営学入門 2後 兼1 経営学入門

社
会
科
学
系

法学入門 1前 兼1 社
会
科
学
系

法学入門 1前 兼1

世界の政治 1前 世界の政治 1前

日本国憲法 1後 兼1 日本国憲法

2後 兼1

小計(5科目) ― 兼4 小計(5科目) ― 兼4

卒業研究Ⅱ 4前又は後 卒業研究Ⅱ 4前又は後

小計(8科目) ― 0 小計(8科目) ― 0

教
養
科
目

人
文
科
学
系

人間の探究 1前 兼1 教
養
科
目

人
文
科
学
系

人間の探究 1前 兼1

文学から学ぶ 1前 文学から学ぶ 1前

歴史に学ぶ 1後 兼1 歴史に学ぶ

文化演習Ⅰ 3前 文化演習Ⅰ 3前

文化演習Ⅱ 3後 文化演習Ⅱ 3後

卒業研究Ⅰ 4前又は後 卒業研究Ⅰ 4前又は後

小計(10科目) ― 兼2 小計(10科目) ― 兼3

ゼ
ミ
・
卒
業
研
究

初年次ゼミナール 1前 ゼ
ミ
・
卒
業
研
究

初年次ゼミナール 1前

基礎ゼミナール 1後 基礎ゼミナール 1後

基礎演習Ⅰ 2前 基礎演習Ⅰ 2前

基礎演習Ⅱ 2後 基礎演習Ⅱ 2後

実践インドネシア語 2後 実践インドネシア語 2後

旅行インドネシア語 2後 兼1 旅行インドネシア語 2後 兼1

インドネシア語・マレー語プレゼンテーション 3前 インドネシア語・マレー語プレゼンテーション 3前

インドネシア語表現Ⅱ 2前 インドネシア語表現Ⅱ 2前

インドネシア語会話Ⅱ 2前 兼1 インドネシア語会話Ⅱ 2前 兼1

総合マレー語 2後 総合マレー語 2後

小計(10科目) ― 兼4 小計(10科目) ― 兼4

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
マ
レ
ー

語

インドネシア語文法 1後 イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・
マ
レ
ー

語

インドネシア語文法 1後 兼1

インドネシア語表現Ⅰ 1後 兼1 インドネシア語表現Ⅰ 1後 兼1

インドネシア語会話Ⅰ 1後 兼2 インドネシア語会話Ⅰ 1後 兼2

総合インドネシア語 2前 総合インドネシア語 2前

スペイン語圏社会講読（ラテンアメリカ） 2後 スペイン語圏社会講読（ラテンアメリカ） 2後

スペイン語文章構成 2後 兼1 スペイン語文章構成 2後 兼1

スペイン語プレゼンテーション 3前 スペイン語プレゼンテーション 3前

スペイン語読解 2前 スペイン語読解 2前

スペイン語会話Ⅱ 2前 兼1 スペイン語会話Ⅱ 2前 兼1

スペイン語圏社会講読（南欧） 2後 兼1 スペイン語圏社会講読（南欧） 2後 兼1

専
門
科
目

文
化
社
会
科
目

地
域
言
語
科
目

ス
ペ
イ
ン
語

スペイン語文法Ⅰ 1後 兼1 専
門
科
目

文
化
社
会
科
目

地
域
言
語
科
目

ス
ペ
イ
ン
語

スペイン語文法Ⅰ 1後 兼1

スペイン語表現 1後 兼1 スペイン語表現 1後 兼1

スペイン語会話Ⅰ 1後 兼2 スペイン語会話Ⅰ 1後 兼2

スペイン語文法Ⅱ 2前 兼1 スペイン語文法Ⅱ 2前 兼1

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手
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1 1

1 1

1 1

1 1

2 2

2 2

2 6 0 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 0 0 0

1 1

1 1

2 2

0 4 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0

2 1 2

2 2 1

2 2

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

0 12 0 1 0 1 0 0 0 12 0 1 0 1 0 0

2 1 2 1

2 2

1 1

1 1

2 2

2 2

0 10 0 0 0 1 0 0 0 10 0 0 0 1 0 0

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

0 10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

0 16 0 1 0 0 0 0 0 16 0 1 0 0 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

0 10 0 1 0 0 0 0 0 10 0 1 0 0 0 0

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 2

2 2

2 2

2 2

教育経営論 3前又は後 兼1 教育経営論 3前又は後 兼1

教育社会学 3前又は後 兼1 教育社会学 3前又は後 兼1

教育心理学 １前又は後 兼1 教育心理学 １前又は後 兼1

英語科教育法Ⅳ 3後 英語科教育法Ⅳ 3後

教育原理 2前又は後 教育原理 2前又は後

教師論 1前 兼1 教師論 1前 兼1

日本語会話R 1・2・3・4後 兼1 日本語会話R 1・2・3・4後 兼1

小計(8科目) ― 兼4 小計(8科目) ― 兼4

教
職
課
程
の
設
置
に
よ
り
開
設
す

る
授
業
科
目

英語科教育法Ⅰ 3前 教
職
課
程
の
設
置
に
よ
り
開
設
す

る
授
業
科
目

英語科教育法Ⅰ 3前

英語科教育法Ⅱ 3後 英語科教育法Ⅱ 3後

英語科教育法Ⅲ 3前 英語科教育法Ⅲ 3前

日本語表現作文R 1・2・3・4前 兼1 日本語表現作文R 1・2・3・4前 兼1

日本語総合R 1・2・3・4後 兼1 日本語総合R 1・2・3・4後 兼1

専門日本語R 1・2・3・4前 兼1 専門日本語R 1・2・3・4前 兼1

小計(14科目) ― 兼5 小計(14科目) ― 兼5

帰
国
学
生
対
象
科
目

日本事情RⅠ 1・2・3・4前 帰
国
学
生
対
象
科
目

日本事情RⅠ 1・2・3・4前

日本事情RⅡ 1・2・3・4後 日本事情RⅡ 1・2・3・4後

日本語読解R 1・2・3・4前 兼1 日本語読解R 1・2・3・4前 兼1

日本語文法R 1・2・3・4後 兼1 日本語文法R 1・2・3・4後 兼1

専門日本語FⅡ 1・2・3・4後 兼1 専門日本語FⅡ 1・2・3・4後 兼1

日本語会話FⅠ 1・2・3・4前 兼1 日本語会話FⅠ 1・2・3・4前 兼1

日本語会話FⅡ 1・2・3・4後 兼1 日本語会話FⅡ 1・2・3・4後 兼1

日本語総合FⅠ 1・2・3・4前 兼1 日本語総合FⅠ 1・2・3・4前 兼1

日本語総合FⅡ 1・2・3・4後 兼1 日本語総合FⅡ 1・2・3・4後 兼1

専門日本語FⅠ 1・2・3・4前 兼1 専門日本語FⅠ 1・2・3・4前 兼1

日本語文法FⅡ 1・2・3・4後 兼1 日本語文法FⅡ 1・2・3・4後 兼1

日本語表現作文FⅠ 1・2・3・4前 兼1 日本語表現作文FⅠ 1・2・3・4前 兼1

日本語表現作文FⅡ 1・2・3・4後 兼1 日本語表現作文FⅡ 1・2・3・4後 兼1

外
国
人
留
学
生
対
象
科
目

日本事情FⅠ 1・2・3・4前 外
国
人
留
学
生
対
象
科
目

日本事情FⅠ 1・2・3・4前

日本事情FⅡ 1・2・3・4後 日本事情FⅡ 1・2・3・4後

日本語読解FⅠ 1・2・3・4前 兼1 日本語読解FⅠ 1・2・3・4前 兼1

日本語読解FⅡ 1・2・3・4後 兼1 日本語読解FⅡ 1・2・3・4後 兼1

日本語文法FⅠ 1・2・3・4前 兼1 日本語文法FⅠ 1・2・3・4前 兼1

教養特別講義Ⅳ 1・2・3・4前又は後 兼13 教養特別講義Ⅳ 1・2・3・4前又は後 兼14

教養特別講義Ⅴ 1・2・3・4前又は後 兼13 教養特別講義Ⅴ 1・2・3・4前又は後 兼14

小計(5科目) ― 兼13 小計(5科目) ― 兼14

時事問題Ⅱ 2後 兼3 時事問題Ⅱ 2後 兼3

小計(6科目) ― 兼7 小計(6科目) ― 兼7

教
養
特
別
系

教養特別講義Ⅰ 1・2・3・4前又は後 兼13 教
養
特
別
系

教養特別講義Ⅰ 1・2・3・4前又は後 兼14

教養特別講義Ⅱ 1・2・3・4前又は後 兼13 教養特別講義Ⅱ 1・2・3・4前又は後 兼14

教養特別講義Ⅲ 1・2・3・4前又は後 兼13 教養特別講義Ⅲ 1・2・3・4前又は後 兼14

共
通
基
礎
系

大学教養入門 1前 兼1 共
通
基
礎
系

大学教養入門 1前 兼1

大学教養実践 1後 兼1 大学教養実践 1後 兼1

数的能力開発Ⅰ 2後 兼2 数的能力開発Ⅰ 2後 兼2

就職実践基礎 2後 兼2 就職実践基礎 2後 兼2

時事問題Ⅰ 2前 兼4 時事問題Ⅰ 2前 兼4

2通 兼9

摂南大学PBLプロジェクトⅡ 2通 兼9 摂南大学PBLプロジェクトⅡ 2通 兼9

地域貢献実践演習 3通 兼1 地域貢献実践演習 3通 兼1

小計(6科目) ― 兼12 小計(6科目) ― 兼12

2前 兼1

小計(3科目) ― 兼2 小計(3科目) ― 兼2

地
域
志
向
系

地域と私 1前 兼1 地
域
志
向
系

地域と私 1前 兼1

北河内を知る 1後 兼1 北河内を知る 1後 兼1

ソーシャル・イノベーション実務総論 1後 兼1 ソーシャル・イノベーション実務総論 1後 兼1

摂南大学PBLプロジェクトⅠ 2通 兼9 摂南大学PBLプロジェクトⅠ

3通 兼2

ビジネス実務 3後 兼1 ビジネス実務 3後 兼1

小計（6科目） ― 兼6 小計（6科目） ― 兼6

ス
ポ
ー

ツ
系

スポーツ科学実習Ⅰ 1前 兼1 ス
ポ
ー

ツ
系

スポーツ科学実習Ⅰ 1前 兼1

スポーツ科学実習Ⅱ 1後 兼1 スポーツ科学実習Ⅱ 1後 兼1

スポーツと健康 2前 兼1 スポーツと健康

教
養
科
目

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

キャリアデザインⅠ 1前 兼5 教
養
科
目

キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系

キャリアデザインⅠ 1前 兼5

キャリアデザインⅡ 1後 兼1 キャリアデザインⅡ 1後 兼1

エンプロイメントデザインⅠ 1後 兼3 エンプロイメントデザインⅠ 1後 兼2

エンプロイメントデザインⅡ 2前 兼2 エンプロイメントデザインⅡ 2前 兼2

インターンシップ 3通 兼2 インターンシップ

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手
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2 2

2 2

2 1 2 1

2 2

2 2

2 2

2 2

1 1 1 1

2 1 2 1

4 1 4 1

2 1 2 1

2 1 2 1

2 1 2 1

0 0 45 2 0 1 0 0 0 0 45 2 0 1 0 0

30 409 45 14 10 13 0 0 30 409 45 16 10 11 0 0

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

・ 専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

合計（283科目） ― 兼94 合計（283科目） ― 兼107

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、専門科目92単位以上［必
修科目24単位、選択必修科目29単位以上（注1）、選択科目29単位以上（注
2）、選択必修科目・選択科目から10単位以上］、教養科目32単位以上［必修
科目6単位、選択科目26単位以上（注3）］の合計124単位以上を修得し、かつ
入学時からの累積ＧＰＡが1.3以上であること。

（注1）［専門科目の選択必修科目］
1 協働学習プロジェクト科目26単位以上（文化構想領域、国際共生領域、社会
協創領域の各領域において、選択したプロジェクト科目１科目と対応する基幹
科目１科目、および接続科目2科目の合計4科目8単位以上、実習演習科目2単位
以上）を修得。
2 文化社会科目3単位以上（中国語、スペイン語、インドネシア語・マレー語
のうち、いずれかの言語から3単位）を修得。

（注2）［専門科目の選択科目］
地域文化科目、一般学芸科目および言語学芸科目から22単位以上、地域言語科
目から7単位以上を修得。
　ただし、「English Language Honors Track」は地域文化科目、一般学芸科
目および言語学芸科目から16単位以上、英語基礎科目から6単位以上、地域言
語科目のうち英語科目から7単位以上を修得。

（注3）［教養科目の選択科目］
人文科学系、社会科学系、自然・科学技術系、地域志向系、教養特別系から16
単位以上、外国語系、日本語系、キャリアデザイン系、スポーツ系、共通基礎
系から10単位以上を修得。

［履修科目の登録の上限：48単位（年間）］

本大学に4年以上在学し、所定の授業科目について、専門科目92単位以上［必
修科目24単位、選択必修科目29単位以上（注1）、選択科目29単位以上（注
2）、選択必修科目・選択科目から10単位以上］、教養科目32単位以上［必修
科目6単位、選択科目26単位以上（注3）］の合計124単位以上を修得し、かつ
入学時からの累積ＧＰＡが1.3以上であること。

（注1）［専門科目の選択必修科目］
1 協働学習プロジェクト科目26単位以上（文化構想領域、国際共生領域、社会
協創領域の各領域において、選択したプロジェクト科目１科目と対応する基幹
科目１科目、および接続科目2科目の合計4科目8単位以上、実習演習科目2単位
以上）を修得。
2 文化社会科目3単位以上（中国語、スペイン語、インドネシア語・マレー語
のうち、いずれかの言語から3単位）を修得。

（注2）［専門科目の選択科目］
地域文化科目、一般学芸科目および言語学芸科目から22単位以上、地域言語科
目から7単位以上を修得。
　ただし、「English Language Honors Track」は地域文化科目、一般学芸科
目および言語学芸科目から16単位以上、英語基礎科目から6単位以上、地域言
語科目のうち英語科目から7単位以上を修得。

（注3）［教養科目の選択科目］
人文科学系、社会科学系、自然・科学技術系、地域志向系、教養特別系から16
単位以上、外国語系、日本語系、キャリアデザイン系、スポーツ系、共通基礎
系から10単位以上を修得。

［履修科目の登録の上限：48単位（年間）］

地域連携教育活動Ⅰ 2前又は後 兼4 地域連携教育活動Ⅰ 2前又は後 兼4

地域連携教育活動Ⅱ 2前又は後 兼4 地域連携教育活動Ⅱ 2前又は後 兼4

小計(22科目) ― 兼4 小計(22科目) ― 兼5

教
職
課
程
の
設
置
に
よ
り
開
設
す
る
授
業
科
目

教育実習Ⅱ 4通 兼4 教育実習Ⅱ 4通 兼4

教育実習Ⅲ 4通 兼4 教育実習Ⅲ 4通 兼4

教職実践演習(中・高) 4後 兼4 教職実践演習(中・高) 4後 兼4

2前又は後 兼1 生徒指導論(進路指導を含む) 2前又は後 兼1

教育相談(カウンセリングの基礎を含む) 3前又は後 兼1 教育相談(カウンセリングの基礎を含む) 3前又は後 兼1

教育実習Ⅰ 3前又は後 兼4 教育実習Ⅰ 3前又は後 兼4

特別支援教育論 3前又は後 兼1 教
職
課
程
の
設
置
に
よ
り
開
設
す
る
授
業
科
目

特別支援教育論 3前又は後 兼1

教育課程論 2前又は後 兼1 教育課程論 2前又は後 兼1

道徳教育論 3前又は後 道徳教育論 3前又は後

特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 １前又は後 兼1 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 １前又は後 兼1

教育方法論 2前又は後 兼1 教育方法論 2前又は後 兼1

生徒指導論(進路指導を含む)

【認可時又は届出時】 【令和４年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

12



【令和４年度】

【令和５年度】

【令和６年度】

【令和７年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

〇昇任人事により専任教員等の配置を准教授から教授に変更。
・歴史学プロジェクト ・地域と歴史 ・博物館資料保存論 ・ミュージアムマネジメント論 ・博物館実習

〇昇任人事により専任教員等の配置を講師から准教授に変更。
・Studies in Language and Society ・Speaking & Writing a ・Speaking & Writing b ・Debate
・Presentation ・Discussion a ・Lecture a ・Lecture b

〇専任教員辞任により	教員配置を変更。※後任者調整中
・英語圏異文化交流論 ・Film Making

〇教育体制の充実を図るため専任教員等、兼任・兼担の配置を変更。
・「体験型特別実習」：「兼0」→「兼1」
・「エリアスタディーズ　東南アジア」：「兼0」→「兼1」
・「中国語で読み解くⅠ」：「教授0」→「教授2」
・「中国語で表現するⅠ」：「講師0」→「講師1」、「兼0」→「兼2」
・「インドネシア語文法」：「兼0」→「兼1」
・「基礎英語Ⅰa」「基礎英語Ⅱa」：「教授0」→「教授1」、「兼6」→「兼7」
・「日本語表現Ⅰ」「日本語表現Ⅱ」：「兼3」→「兼4」
・「北河内を知る」：「講師0」→「講師1」
・「教養特別講義Ⅰ～Ⅴ」：「兼13」→「兼14」

〇教員配置の見直しにより専任教員等、兼任・兼担教員の配置を変更。
・「英語圏異文化交流論」：「教授0」→「教授1」、「講師1」→「講師0」
・「世界を学ぶ」：「教授0」→「教授1」、「准教授1」→「准教授2」、「講師1」→「講師0」、[「兼1」→「兼0」
・「エリアスタディーズ　ヨーロッパ」：「准教授0」→「准教授1」、「兼1」→「兼0」
・「共同体論」：「准教授0」→「准教授1」、「兼1」→「兼0」
・「TOEIC a」：「教授0」→「教授1」、「兼5」→「兼4」
・「Topic StudiesⅠa」：「講師0」→「講師1」、「兼3」→「兼2」
・「Topic StudiesⅠb」：「准教授2」→「准教授1」、「兼3」→「兼4」
・「Film Making」:「准教授1」→「准教授0」、「講師0」→「講師1」
・「文学から学ぶ」：「准教授1」→「准教授0」、「講師1」→「講師2」

〇授業運営の見直しにより専任教員等、兼任・兼担教員教員の配置を変更。
・「Reading a」：「教授4」→「教授5」、「准教授2」→「准教授1」、「講師1」→「講師0」
・「Communicative English Grammar」：「教授4」→「教授3」、「准教授4」→「准教授3」
・「Reading b」：「教授4」→「教授5」、「准教授2」→「准教授1」、「講師1」→「講師0」
・「Drama」：「准教授2」→「准教授1」
・「Japanese Society and Culture」：「講師3」→「講師2」
・「Academic Reading & Listening」：「准教授2」→「准教授1」、「講師1」→「講師0」
・「初年次ゼミナール」：「准教授3」→「准教授6」、「講師7」→「講師3」
・「基礎ゼミナール」：「教授7」→「教授6」、「准教授6」→「准教授5」、「講師3」→「講師4」
・「基礎演習Ⅰ」：「講師4」→「講師3」
・「基礎演習Ⅱ」：「教授4」→「教授5」、「准教授4」→「准教授3」、「講師8」→「講師7」
・「文化演習Ⅰ」「文化演習Ⅱ」「卒業研究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」：
「教授14」→「教授15」、「准教授10」→「准教授9」、「講師12」→「講師10」

・「エンプロイメントデザインⅠ」：「兼3」→「兼2」
・「地域と私」：「講師1」→「講師0」

（１）－②授業科目表に関する変更内容
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

20 241 22 283 20 22 283

[0] [0] [0] [0]

241

14



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

ください。

該当なし

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

ください。

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

15



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

283

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

・ 「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

大学全体

大学全体

大学全体

【図書購入費】
教育充実のための図書購入によ
る増。(4）
【学生納付金以外の維持方法の
概要】
費目名称の変更。(4)

登記による校舎等面積の変更
（△75.86㎡）。(4)

３　施設・設備の整備状況，経費

区 分 内 容

(１) 区　  分 専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計

校

地

等

校 舎 敷 地
133,444.11㎡
151,385.54㎡

0㎡ 0㎡
133,444.11㎡
151,385.54㎡

運動場用地
191,234.28㎡
147,400.85㎡

0㎡ 0㎡
191,234.28㎡
147,400.85㎡

合 計
349,310.99㎡
316,138.99㎡

小 計
324,678.39㎡
298,786.39㎡

0㎡ 0㎡
324,678.39㎡
298,786.39㎡

そ　の　他
24,632.60㎡
17,352.60㎡

0㎡ 0㎡
24,632.60㎡
17,352.60㎡

売却予定土地の決済延期等によ
る校地区分面積の変更。（4）

（0㎡） （0㎡）
(130,527.93㎡)
(130,603.79㎡)

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

72室

(２) 校 舎

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計

130,527.93㎡
130,603.79㎡

0㎡ 0㎡
130,527.93㎡
130,603.79㎡

(130,527.93㎡)
(130,603.79㎡)

0㎡ 0㎡
349,310.99㎡
316,138.99㎡

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室 数

国際学部　国際学科 40 室

99室
108室
105室

15室 34室

（補助職員5人）
（補助職員6人）

（補助職員4人）
（補助職員5人）

【実験実習室】
用途変更による増。(4)
【情報処理学習施設・語学学習
施設補助職員】
サポート体制の見直しによる変
更。教育研究活動に支障はな
い。(4)

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル
新設学部等

の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

国際学部

168,336〔37,881〕
139,936〔35,457〕

864〔591〕
864〔588〕

5〔5〕
3〔3〕

7,928
5,128

916
858

0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

(147,036〔36,063〕)
(139,936〔35,457〕)

(864〔591〕)
(864〔588〕)

(5〔5〕)
(3〔3〕)

(5,828）
(5,128）

（916)
（858)

(0)

点 点 点

0

(147,036〔36,063〕)
(139,936〔35,457〕)

(864〔591〕)
(864〔588〕)

(5〔5〕)
(3〔3〕)

(5,828)
(5,128)

（916)
（858)

(0)

計

168,336〔37,881〕
139,936〔35,457〕

864〔591〕
864〔588〕

5〔5〕
3〔3〕

7,928
 5,128

916
858

(７) 体　　育　　館
面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

7,401.43㎡

(６) 図　　書　　館
面 積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

8,230.45㎡ 1,163 635,945

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 862千円 894千円 図書購入費
  4,200
  4,063千円

  4,200
  4,063千円

経費
の見
積り

区 分 開設年度 完成年度 区　　分

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

  4,200
  4,063千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 280千円 280千円 設備購入費 2,739千円 2,739千円 2,739千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、資産運用収入受取利息・配当金収入、雑収入等

大学全体での共用分
・図書

403,998冊
398,145冊

 〔105,112冊〕
 〔104,921冊〕
教育充実のための新規購入によ
る増。(4)
・学術雑誌

3,818種
3,920種

 〔2,383種〕
 〔2,438種〕
廃棄による減。教育研究活動に
支障はない。(4)
・視聴覚資料

11,118点
11,307点

廃棄による減。教育研究活動に
支障はない。(4)
【図書、学術雑誌、電子ジャー
ナル、視聴覚資料、機械・器
具】
教育充実のための新規購入によ
る増。(4)

該当なし

1,280千円 1,130千円 1,130千円 1,130千円 －千円 －千円
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を併せて提出してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 2
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

理工学部 4 585
3年次
30

2,230 - 1.01 1.07 - 昭和50 -

  生命科学科 4 105
3年次
5

400
学士

（理学） 0.90 0.80 令和3 平成22
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

令和3年度定員変更
90→105（15）

  住環境デザイン学科 4 85
3年次
5

320
学士

（工学） 1.03 1.14 令和3 平成22 同上
令和3年度定員変更
70→85（15）

  建築学科 4 80
3年次
5

310
学士

（工学） 1.05 1.11 令和3 昭和50 同上
令和3年度定員変更
70→80（10）

  機械工学科 4 130
3年次
5

490
学士

（工学） 1.03 1.16 令和3 昭和50 同上
令和3年度定員変更
110→130（20）

  電気電子工学科 4 105
3年次
5

400
学士

（工学） 1.06 1.10 令和3 昭和50 同上
令和3年度定員変更
90→105（15）

  都市環境工学科 4 80
3年次
5

310
学士

（工学） 0.98 1.15 令和3 平成22 同上
令和3年度定員変更
70→80（10）

外国語学部 4 -
3年次
5

670 - - - - 昭和57 -

 外国語学科 4 -
3年次
5

670
学士

（文学） - - - 昭和57
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

令和4年度学生募集停止
令和6年度3年次編入学生募集
停止

経営学部 4 280
3年次
8

1,106 - 1.02 1.15 - 昭和57 -

  経営学科 4 280
3年次
6

798
学士

（経営学） 1.02 1.15 令和4 平成18
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

令和4年度定員変更
170→280（110）
令和6年度編入学定員変更
4→6（2）

 経営情報学科 4 -
3年次
4

308
学士

（経営学） - - - 昭和57 同上
令和4年度学生募集停止
令和6年度3年次編入学生募集
停止

薬学部 6 220 - 1,320 - 1.05 1.12 - 平成18 -

 薬学科（6年制） 6 220 - 1,320
学士

（薬学） 1.05 1.12 - 平成18
大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

法学部 4 280
3年次
5

1,070 - 1.02 1.09 - 昭和63 -

  法律学科 4 280
3年次
5

1,070
学士

（法学） 1.02 1.09 令和3 昭和63
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

令和3年度定員変更
250→280（30）

経済学部 4 280
3年次
4

1,068 - 1.04 1.07 - 平成22 -

  経済学科 4 280
3年次
4

1,068
学士

（経済学） 1.04 1.07 令和3 平成22
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

令和3年度定員変更
250→280（30）

看護学部 4 100 - 400 - 1.02 0.99 - 平成24 -

 看護学科 4 100 - 400
学士

（看護学） 1.02 0.99 - 平成24
大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

農学部 4 340 - 1,020 - 0.98 1.13 令和2 令和2 - 令和2年度学部設置

  農業生産学科 4 80 - 240
学士

（農学） 0.90 0.95 令和2 令和2
大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

  応用生物科学科 4 80 - 240
学士

（農学） 0.95 1.12 令和2 令和2 同上

  食品栄養学科 4 80 - 240
学士

（農学） 0.97 1.22 令和2 令和2 同上

  食農ビジネス学科 4 100 - 300
学士

（農学） 1.09 1.22 令和2 令和2 同上

国際学部 4 250
3年次
5

250 - 1.04 1.04 令和4 令和4 - 令和4年度学部設置

  国際学科 4 250
3年次
5

250
学士

（文学） 1.04 1.04 令和4 令和4
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

（3年次編入学定員は令和6年
度より入学）

大学全体 - 2,335
3年次
52

9,134 - - - - - -

　摂南大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

薬学研究科
 博士課程

4 4 - 16 - 0.68 0.75 - 平成24 -

 医療薬学専攻 4 4 - 16
博士

（薬学） 0.68 0.75 - 平成24
大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

理工学研究科
 博士前期課程

2 34 - 68 - 1.26 0.97 - 平成元 -

 社会開発工学専攻 2 12 - 24
修士

（工学） 1.33 1.00 - 平成元
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

 生産開発工学専攻 2 12 - 24
修士

（工学） 0.99 0.66 - 平成26 同上

 生命科学専攻 2 10 - 20
修士

（理学） 1.50 1.30 - 平成26 同上

理工学研究科
 博士後期課程

3 4 - 12 - 0.58 0.00 - 平成20 -

 創生工学専攻 3 2 - 6
博士

（工学） 0.16 0.00 - 平成20
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

 生命科学専攻 3 2 - 6
博士

（理学） 1.00 0.00 - 平成28 同上

経済経営学研究科
 修士課程

2 10 - 20 - 0.25 0.40 - 平成26 -

 経済学専攻 2 5 - 10
修士

（経済学） 0.20 0.20 - 平成26
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

 経営学専攻 2 5 - 10
修士

（経営学） 0.30 0.60 - 平成26 同上

法学研究科
 修士課程

2 5 - 10 - 0.00 0.00 - 平成9 -

 法律学専攻 2 5 - 10
修士

（法学） 0.00 0.00 - 平成9
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

国際言語文化研究科
 修士課程

2 5 - 10 - 0.00 0.00 - 平成11 -

 国際言語文化専攻 2 5 - 10
修士

（文学） 0.00 0.00 - 平成11
大阪府寝屋川市
池田中町17番8号

看護学研究科
 修士課程

2 6 - 12 - 0.49 0.33 - 平成28 -

 看護学専攻 2 6 - 12
修士

（看護学） 0.49 0.33 - 平成28
大阪府枚方市長尾峠町
45番1号

大学院全体 - 68 - 148 - - - - - -

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

　摂南大学大学院

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 2
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

工学部 4 900
3年次
40

3,680 - 1.04 1.01 - 昭和24 -

 都市デザイン工学科 4 100
3年次
5

410
学士

（工学） 1.10 0.98 - 昭和24
大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

 空間デザイン学科 4 - - -
学士

（工学） - - - 平成18 同上
平成29年度学生募集停止
平成31年度3年次編入学募集
停止

 建築学科 4 150
3年次
5

610
学士

（工学） 1.06 0.91 - 昭和24 同上

 機械工学科 4 140
3年次
5

570
学士

（工学） 1.00 0.91 - 昭和25 同上

ロボット工学科 4 - - -
学士

（工学） - - - 平成22 同上
平成29年度学生募集停止
平成31年度3年次編入学募集
停止

 電気電子システム工学科 4 125
3年次
5

510
学士

（工学） 1.06 1.09 - 昭和24 同上

 電子情報システム工学科 4 110
3年次
5

450
学士

（工学） 1.10 1.16 - 昭和34 同上

 応用化学科 4 130
3年次
5

530
学士

（工学） 0.99 1.00 - 昭和33 同上

 環境工学科 4 75
3年次
5

310
学士

（工学） 1.03 1.01 - 平成18 同上

 生命工学科 4 70
3年次
5

290
学士

（工学） 1.03 1.14 - 平成22 同上

ロボティクス＆デザイン工学部 4 280
3年次
15

1,150 - 1.10 1.06 - 平成29 -

ロボット工学科 4 90
3年次
5

370
学士

（工学） 1.11 1.07 - 平成29
大阪府大阪市北区
茶屋町1番45号

システムデザイン工学科 4 90
3年次
5

370
学士

（工学） 1.07 0.96 - 平成29 同上

 空間デザイン学科 4 100
3年次
5

410
学士

（工学） 1.10 1.13 - 平成29 同上

情報科学部 4 460
3年次
20

1,800 - 1.04 0.94 - 平成8 -

  データサイエンス学科 4 70 - 140
学士

（情報学） 0.98 0.95 令和3 令和3
大阪府枚方市北山
一丁目79番1号

令和3年度学科設置

 情報知能学科 4 90
3年次
5

400
学士

（情報学） 1.04 1.00 - 平成8 同上
令和3年度定員変更
105→90（△15）

 情報システム学科 4 105
3年次
5

430
学士

（情報学） 1.03 0.95 - 平成8 同上

 情報メディア学科 4 105
3年次
5

430
学士

（情報学） 1.04 0.83 - 平成14 同上

ネットワークデザイン学科 4 90
3年次
5

400
学士

（情報学） 1.09 0.98 - 平成19 同上
令和3年度定員変更
105→90（△15）

知的財産学部 4 140
3年次
10

580 - 1.09 1.02 - 平成15 -

 知的財産学科 4 140
3年次
10

580 学士
（知的財産学）

1.09 1.02 - 平成15
大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

大学全体 - 1,780
3年次
85

7,210 - - - - - -

　大阪工業大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 3
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

4 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

工学研究科
 博士前期課程

2 110 - 220 - 1.39 1.48 - 昭和40 -

  建築･都市デザイン工学専攻 2 30 - 60
修士

（工学） 0.98 0.96 - 平成29
大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

 電気電子･機械工学専攻 2 50 - 100
修士

（工学） 1.56 1.72 - 平成29 同上

 化学･環境･生命工学専攻 2 30 - 60
修士

（工学） 1.53 1.60 - 平成29 同上

工学研究科
 博士後期課程

3 6 - 18 - 0.49 0.16 - 昭和42 -

 都市デザイン工学専攻 3 - - -
博士

（工学） - - - 昭和42
大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

平成29年度学生募集停止
令和4年5月廃止予定

 生体医工学専攻 3 - - -
博士

（工学） - - - 平成19 同上 平成29年度学生募集停止

 電気電子工学専攻 3 - - -
博士

（工学） - - - 昭和42 同上 平成29年度学生募集停止

  建築･都市デザイン工学専攻 3 2 - 6
博士

（工学） 0.33 0.00 - 平成29 同上

 電気電子･機械工学専攻 3 2 - 6
博士

（工学） 0.33 0.00 - 平成29 同上

 化学･環境･生命工学専攻 3 2 - 6
博士

（工学） 0.83 0.50 - 平成29 同上

ロボティクス＆デザイン工学研究
科
博士前期課程

2 30 - 60 - 1.44 1.36 - 平成29 -

ロボティクス＆デザイン工学専攻 2 30 - 60
修士

（工学） 1.44 1.36 - 平成29
大阪府大阪市北区
茶屋町1番45号

ロボティクス＆デザイン工学研究
科
博士後期課程

3 2 - 6 - 0.33 0.00 - 平成29 -

ロボティクス＆デザイン工学専攻 3 2 - 6
博士

（工学） 0.33 0.00 - 平成29
大阪府大阪市北区
茶屋町1番45号

情報科学研究科
 博士前期課程

2 40 - 80 - 0.98 0.77 - 平成12 -

 情報科学専攻 2 40 - 80
修士

（情報学） 0.98 0.77 - 平成12
大阪府枚方市北山
一丁目79番1号

情報科学研究科
 博士後期課程

3 5 - 15 - 0.13 0.40 - 平成14 -

 情報科学専攻 3 5 - 15
博士

（情報学） 0.13 0.40 - 平成14
大阪府枚方市北山
一丁目79番1号

知的財産研究科
 専門職学位課程

2 30 - 60 - 1.31 1.40 - 平成17 -

 知的財産専攻 2 30 - 60
知的財産修士
（専門職） 1.31 1.40 - 平成17

大阪府大阪市旭区
大宮五丁目16番1号

大学院全体 - 223 - 459 - - - - - -

　大阪工業大学大学院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率
所　在　地

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 6
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

保健医療学部 4 220 - 860 - 1.08 1.03 - 平成10 -

 診療放射線学科 4 70 - 280 学士
（診療放射線学）

1.19 1.05 - 平成10
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

  医療技術学科 4 100 - 430
学士

1.00 1.03 令和2 平成25 同上
令和2年度定員変更
130→100（△30）

 臨床工学専攻
   臨床検査学専攻

（臨床工学）
（臨床検査学）

  救急救命学科 4 50 - 150 学士
（救急救命学）

1.10 1.02 令和2 令和2 同上 令和2年度学科設置

総合リハビリテーション学部 4 180 - 700 - 1.06 1.03 - 平成25 -

リハビリテーション学科 4 180 - 670
学士

1.08 1.03 令和2 平成25
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

令和2年度定員変更
130→180（50）

   理学療法学専攻
 作業療法学専攻

（理学療法学）
（作業療法学）

 言語聴覚療法学専攻
   義肢装具学専攻

（言語聴覚療法

学）

（義肢装具学）

リハビリテーション支援学科 4 - - 30
学士

- - - 平成25 同上 令和2年度学生募集停止

 義肢装具学専攻 （義肢装具学）

医療福祉学部 4 -
3年次
10

110 - - - - 平成10 -

 医療福祉学科 4 -
3年次
10

110
学士

- - - 平成10
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

令和2年度学生募集停止
令和4年度3年次編入学募集停
止

 医療福祉学専攻
 介護福祉学専攻

（医療福祉学）

 保育学専攻

医療経営学部 4 - - 90 - - - - 平成23 -

 医療経営学科 4 - - 90 学士
（医療経営学）

- - - 平成23
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

令和2年度学生募集停止

心理科学部 4 - - - - - - - 平成13 -

 臨床心理学科 4 - - - 学士
（臨床心理学）

- - - 平成13
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

平成27年度学生募集停止
平成29年度3年次編入学募集
停止

心理学部 4 -
3年次
10

100 - - - - 平成27 -

 心理学科 4 -
3年次
10

100
学士

（心理学） - - - 平成27
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

令和2年度学生募集停止
令和4年度3年次編入学募集停
止

看護学部 4 120
3年次
10

500 - 1.02 1.05 - 平成15 -

 看護学科 4 120
3年次
10

500
学士

（看護学） 1.02 1.05 - 平成15
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

薬学部 6 120 - 720 - 0.81 0.68 - 平成18 -

 薬学科（6年制） 6 120 - 720
学士

（薬学） 0.81 0.68 - 平成18
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

医療栄養学部 4 - - 60 - - - - 平成26 -

 医療栄養学科 4 - - 60 学士
（医療栄養学）

- - - 平成26
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

令和2年度学生募集停止

　広島国際大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

健康科学部 4 350 - 1,050 - 0.79 0.75 令和2 令和2 - 令和2年度学部設置

  医療福祉学科 4 100 - 300 学士 0.57 0.59 令和2 令和2
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

 医療福祉学専攻
 介護福祉学専攻

（医療福祉学）

 保育福祉学専攻

  医療経営学科 4 90 - 270 学士
（医療経営学）

0.94 0.87 令和2 令和2 同上

  心理学科 4 100 - 300
学士

（心理学） 0.77 0.63 令和2 令和2 同上

  医療栄養学科 4 60 - 180 学士
（医療栄養学）

0.97 1.03 令和2 令和2
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

健康スポーツ学部 4 70 - 210 - 1.09 1.04 令和2 令和2 - 令和2年度学部設置

  健康スポーツ学科 4 70 - 210
学士

（健康スポーツ
学）

1.09 1.04 令和2 令和2
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

大学全体 - 1,060
3年次
30

4,400 - - - - - -

　広島国際大学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率
所　在　地

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員
超過率1.3倍以
上の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度

人

看護学研究科
 博士前期課程

2 10 - 20 - 0.10 0.00 - 平成15 -

 看護学専攻 2 10 - 20
修士

（看護学） 0.10 0.00 - 平成15
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

看護学研究科
 博士後期課程

3 3 - 9 - 0.00 0.00 - 平成24 -

 看護学専攻 3 3 - 9
博士

（看護学） 0.00 0.00 - 平成24
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

医療・福祉科学研究科
 博士前期課程 2 10 - 20 - 0.80 0.80 - 平成21 -

 医療工学専攻 2 10 - 20
修士

（医療工学） 0.80 0.80 - 平成21
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

医療・福祉科学研究科
 博士後期課程 3 2 - 6 - 0.66 0.00 - 平成21 -

 医療工学専攻 3 2 - 6
博士

（医療工学） 0.66 0.00 - 平成21
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

医療・福祉科学研究科
 修士課程 2 10 - 20 - 0.15 0.10 - 平成21 -

 医療福祉学専攻 2 5 - 10 修士
（医療福祉学）

0.00 0.00 - 平成21
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

 医療経営学専攻 2 5 - 10 修士
（医療経営学）

0.30 0.20 - 平成21 同上

心理科学研究科
 博士後期課程

3 2 - 6 - 0.00 0.00 - 平成21 -

 臨床心理学専攻 3 2 - 6 博士
（臨床心理学）

0.00 0.00 - 平成21
広島県東広島市
黒瀬学園台555番地36

心理科学研究科
 専門職学位課程

2 20 - 40 - 0.67 0.95 - 平成21 -

 実践臨床心理学専攻 2 20 - 40
臨床心理修士
（専門職） 0.67 0.95 - 平成21

広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

薬学研究科
 博士課程

4 2 - 8 - 0.12 0.50 - 平成24 -

 医療薬学専攻 4 2 - 8
博士

（薬学） 0.12 0.50 - 平成24
広島県呉市広古新開
五丁目1番1号

大学院全体 - 59 - 129 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。

　広島国際大学大学院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和4年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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区 分
今後の

の実施計画

届　出　時

（令和３年）

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

① 実施体制
摂南大学FD委員会及び国際学部FD委員会
a　委員会の設置状況
教員の教育活動の質的向上・能力開発に関して恒常的に検討を行い、授業内容と授業方法の改善を図ることを目的として、全学組織とし
て摂南大学FD委員会を設置しているほか、令和４年４月に国際学部FD委員会を設置した。

b　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
国際学部FD委員会は専任教員４人で構成している。
全学組織である「摂南大学FD委員会」は、「摂南大学FD委員会規定」に基づき、年間９回程度開催している。国際学部については、令和
４年４月より構成員として２人の委員を選出している。

c　委員会の審議事項等
「摂南大学FD委員会規定」に基づき、教務委員会と連携を図りながら、以下の事項を審議する。
１．授業改善のための基本方針および実施体制に関すること
２．授業アンケートの実施に関すること
３．教授方法等の改善のための支援に関すること
４．各学部および各研究科が行うFDの支援に関すること
５．FD活動の推進・啓発を目的とした講演会および教職員の研修等に関すること
６．その他学長が諮問した事項に関すること

② 実施状況
a　実施内容
教育研究に関する教員の資質維持向上を図るため、上記①実施体制(項目c：委員会の審議事項等)に基づいて実施している。

b　実施方法
内容に即し、担当の運営委員会がそれぞれ企画・運営を行っている。国際学部教授会およびEメール等により教職員全員に周知し、でき
るだけ多くの教員が参加できるように配慮する。

c　開催状況（教員の参加状況含む）
FDセミナーは、国際学部全教員を対象として実施する。

d　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況
FD活動や授業アンケート、FD活動の推進・啓発を目的とした講演会およびセミナー等の結果を踏まえて、授業改善に反映するとともに、
教育・研究に関する教員の資質維持向上を図るための体制づくりを推進する。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

７　その他全般的事項

＜国際学部　国際学科＞

（１） 設置計画変更事項等

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

変更なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）及び法令適合性に関して生じた留意すべき

事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）
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［別紙１］　

○摂南大学FD委員会規定

2004年1月13日
学園280

 (趣旨)
第1条　この規定は、摂南大学学則第8条第1項および組織規定第72条第1項に定める摂南大学FD委員会(以下「委員会」という)の構成、審
議事項に関し必要な事項を定める。
(目的)
第2条　委員会は、本学教員の教育活動の質的向上・能力開発(ファカルティ・ディベロップメント、以下「FD」という)に関して恒常的
に検討を行い、学部および大学院の授業内容と授業方法の改善を図ることを目的とする。
(構成)
第3条　委員会は、つぎの委員をもって構成する。
イ　教務部長
ロ　教育イノベーションセンター長
ハ　各学部から選出された者　2名
ニ　その他必要に応じて学長が指名した者
2　前項ハ号の委員には、各学部の学科長および大学院担当教員をそれぞれ1名以上含めるものとする。
(委員の任期)
第4条　前条イ号およびロ号の委員の任期は、その在任期間中とする。
2　前条ハ号の委員の任期は1年とし、重任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の補欠者の任期は、前任者の残任期間とする。
(委員以外の出席)
第5条　議長は、必要に応じ委員以外の者を出席させることができる。
(審議事項)
第6条　委員会は、学長の諮問に応じて、各学部・研究科と連絡調整するとともに、教務委員会と連携を図りながら、つぎの各号に掲げ
る事項を審議する。
イ　授業改善のための基本方針および実施体制に関すること
ロ　授業アンケートの実施に関すること
ハ　教授方法等の改善のための支援に関すること
ニ　各学部および各研究科が行うFDの支援に関すること
ホ　FD活動の推進・啓発を目的とした講演会および教職員の研修等に関すること
ヘ　その他学長が諮問した事項に関すること
(委員長その他職務)
第7条　委員会に、委員長1名および副委員長若干名を置く。
2　委員長は、教務部長をもって充て、副委員長は、委員の中から委員長の意見を聴いて学長が任命する。
3　委員長は、学長の指揮に従い、委員会を招集し、議長となる。
4　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときもしくは欠けたときまたは委員長から命じられたとき、委員長の職務を行
う。
(定足数)
第8条　委員会は、委員の2分の1以上の出席がなければ議事を開くことができない。
(学長への報告)
第9条　委員長は、審議の経過および結果について議事録の写しを添えて、速やかに学長に報告しなければならない。
(委員会の庶務)
第10条　委員会の庶務は、教務部教務課で取り扱う。
(規定の改廃)
第11条　この規定の改廃は、大学・大学院運営会議の意見を聴き、学長の承認を得て、理事長が行う。
付　則
1　この規定は、2004年4月1日から施行する。
2　この改正規定は、2020年4月1日から施行する。
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
国際学部は、「グローバル化・ボーダーレス化が進む世界における様々な課題について解決策を見出し、果敢に行動できる人材を養成す
る。世界の国や地域の歴史・地理・社会・文化などの基礎知識を基に、豊かな教養と広い視野を身につけ、多様な価値観を客観的に理解
して判断・発信できるグローバルリテラシーを修得した、国際社会で活躍できる知的専門職業人の養成する」ことを目的として設置し
た。完成年度（令和７年度）に向けて、設置の目的の達成を目指す。

②　自己点検・評価報告書
ａ　公表（予定）時期
令和６年４月　公表予定
ｂ　公表方法
大学のホームページ上に公開予定（令和６年４月予定）

③　認証評価を受ける計画
平成28年度に財団法人日本高等教育評価機構で大学機関別認証評価を受審し、平成29年３月に適合の認定を受けた。
令和５年度に同機構による認証評価を受審予定。

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

　　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書について記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫
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